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ITBL基盤ソフトウェアと通信方式
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1. Information Technology Based Laboratory (ITBL)計画
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3. ITBL基盤ソフトウェアの通信方式
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ITBL計画とは

目的：
各研究機関のスーパーコンピュータや大規模データベースをネットワーク化する
ことにより、複雑で高度なシミュレーションや遠隔地との共同研究を可能とする
仮想研究環境の構築

６機関の共同プロジェクト

ITBL

大学

民間企業

研究機関

独立行政法人 物質・材料研究機構
独立行政法人 防災科学技術研究所
独立行政法人 宇宙航空研究開発機構
独立行政法人 理化学研究所
独立行政法人 科学技術振興機構

特殊法人 日本原子力研究所
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ITBL推進会議

ITBL委員会

ITBL推進体制

参加機関

参加機関

参加機関

参加機関

理事
相当

理事
相当

理事
相当

理事
相当

研究
代表

研究
代表

研究
代表

研究
代表

基本事項決定・承認

原案作成・細目決定

原
案

参加６機関が ITBL研究開発に関する協力協定 を締結
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ITBL研究開発の分担

HPC利用技術、

人材育成
地域数値環境、

生命機能情報
ITBL基盤ソ

フトウェア

専用

計算機
原研

ポータルサイト

http://www.itbl.jp

利用

推進

分散DB、

公募による開発

細胞

航空宇宙統合

震動破壊実験

材料設計統合

応用

ソフト

VPNセキュア

ネット

基盤

技術

共用

設備

科学技術振興

理研

航空宇宙機構

防災研

物材機構
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１６年度

年次計画

整備 運用

開発 運用・実証

研究・設計・開発 普及、公開、評価

推進活動

共用設備

基盤技術

応用ソフト

利用推進

１３年度 １４年度 １５年度 １７年度
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• ファイアーウォールを意識せず、どこからでもＳｉｎｇｌｅ Ｓｉｇｎ Ｏｎ

• 計算機に依存しない統一された端末操作

• 分散したプログラムやデータを使ったアプリケーションの実行

• 複数の計算機を組み合わせたアプリケーションの自動実行

• 異なった機関に属する共同研究者との情報共有

• 安全な通信路

• 既存のスパコン管理者のポリシーの尊重

ITBL基盤ソフトの目標

→ Ｗｅｂブラウザを端末とし、個人認証を前提としてファイアー
ウォールで囲まれた既存の「サイト」をまたがる通信路と、
それを利用したすぐ使えるツール群の提供
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サイトとは
• ITBLサーバおよび複数の計算機から構成される単位。
• ITBL基盤ソフトは各サイトの計算機同士がインターネットを介して

安全に連携できるようにする。

ITBLサーバ

サイト東京サイト東京

Internet

ITBLサーバ
ITBLサーバ

サイト東海サイト東海
サイト関西サイト関西

実行計算機

実行計算機

実行計算機

実行計算機

ITBL基盤ソフトの用語：サイト
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利用者端末とは
• ITBLの利用者がITBLを利用するための端末。主にWebブラウ

ザを使う。
• 利用者認証は、Webブラウザに組み込むX.509証明書を使う

ITBLサーバ

Internet

ITBLサーバ

ITBLサーバ

サイトサイト

拠点サイト拠点サイト

サイトサイト
実行計算機

利用者端末利用者端末

実行計算機実行計算機

ITBL基盤ソフトの用語：利用者端末

利用者端末利用者端末
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LAN

FW

ITBLITBLフロントサーバフロントサーバ

ITBLITBL中継サーバ中継サーバ

ITBLITBLデータサーバデータサーバ
実行計算機

サイトサイト AAファイアウォール

WAN
(インターネット）

サイトサイト BB

サイトサイト CC

実行計算機

利用者端末

利用場所を選ばない

• 拠点サイトにＷｅｂブラウザでログイン(https+X.509クライアント認証)

Webブラウザ

からのログイン

ほとんどどこでもhttpsは透過する
Proxy、NATも支障なし

ＳＳＯ
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統一された端末操作

コンパイル支援機能

PPEditor

仮想端末機能

FileManager
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分散アプリケーションの実行

サイトA サイトB サイトC

FWFW
プログラム１

プログラム2

プログラム3

入力ファイル

出力ファイル

TME:
Task Mapping
Editor
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異なる機関間での情報共有

研究コミュニティの共有資源は、会議室とキャビネットで共有できる。

研究コミュニティ

コミュニティメンバ

会議室

非コミュニティメンバ
コミュニティメンバ

文書取得メッセージ登録

非コミュニティメンバ コミュニティ管理者

文書登録

作成

参照

アクセス権付与

キャビネット

ネット会議･討論会

ネット会議･討論会
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ITBL基盤ソフトの全体像

高速ネットワークで高速ネットワークで
共有された計算機、共有された計算機、
DBDB等の研究資源を等の研究資源を

ＷＷＷブラウザをＷＷＷブラウザを
通して利用通して利用

単一認証単一認証
（（Single Sign On)Single Sign On)
システムでの複数システムでの複数
研究資源の利用研究資源の利用

遠隔地サイト間遠隔地サイト間
シミュレーションシミュレーション

の可視化の可視化

遠隔地サイト間遠隔地サイト間
シミュレーションのシミュレーションの

実行定義実行定義

機関機関 AA

Internet

ITBLサーバ

機関機関 BB C C 大学大学

サイトサイト CC

ITBLサーバ

サイトサイト BB

実行計算機
実行計算機

ITBLサーバ

サイトサイト AA
実行計算機

実行計算機

サイトサイト ＤＤITBLサーバ

実行計算機

ＩＴＢＬサーバによるＩＴＢＬサーバによる

セキュリティ強化セキュリティ強化

遠隔地サイト間遠隔地サイト間
ＴＶ会議ＴＶ会議
システムシステム
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フ
ロ
ン
ト
サ
ー
バ

ITBL基盤ソフト通信基盤：Ｓtarpc

Ｓtarpc: Seamless Thinking Aid Remote Procedure Call

目的： 「ツール」間の通信路を確保する

利用者端末

アプレット
ツール

フロントサーバ

サーブレット
ツール

実行計算機

実行計算機
ツール

フロント
ツール

中
継
サ
ー
バStarpc通信路

データサーバ

Java Applet

ＨＴＭＬ
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Ｓtarpc：ツールの起動

ツールの起動： ・ユーザ要求で起動する
・要求元ツールが別のツールを起動する

アプレット
ツール

サーブレット
ツール

実行計算機
ツール

フロント
ツール

実行計算機
ツール

フロント
ツール

利用者端末
ユーザ要求
で生成

ツール
連携

起動後、要求元ツールと起動先ツールで
ＲＰＣまたはストリーム通信ができる
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Ｓtarpc：ツールの起動とＲＰＣ

実行計算機ツール

tool = new SceServerStub(サーバの指定,ツール名);
tool.isToolExecWait();
tool.sceSendRecv(関数番号、引数、結果);

func(引数)｛
処理
return 結果

｝

例：アプレットツールから

関数番号１

関数番号２

関数番号３

func(引数)｛
処理
return 結果

｝

実行計算機または
フロントツールが起
動。 SCEInit()が呼

ばれる。
プロセスまたはス

レッドが次の要求を
待機する。

実行計算機または
フロントツールが起
動。 SCEInit()が呼

ばれる。
プロセスまたはス

レッドが次の要求を
待機する。

関数番号に対応した
関数が実行される。
引数、結果がクライ
アントツールと交換

される。

関数番号に対応した
関数が実行される。
引数、結果がクライ
アントツールと交換

される。

SCESkeltonTable
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Ｓtarpc：ストリーム通信

実行計算機ツール

sock = tool.getSceSocket(関数番号、引数);

例：アプレットツールから

関数番号１

関数番号２

関数番号３

func(sock,引数)｛
処理
return;

｝
SCESocket-
SkeltonTable

これは子プロセスとして実行される。
子プロセスを生成しないgetSceSimpleSocket()もある。

関数番号に対応した
関数が実行される。

引数を取り込む。あとは
ソケットsockでクライア
ントツールと通信する

関数番号に対応した
関数が実行される。

引数を取り込む。あとは
ソケットsockでクライア
ントツールと通信する
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Ｓtarpc：ＲＰＣ通信の例

ポータル

ファイル
マネージャ
（アプレットツール）

ファイルシステム

実行計算機ツール

ポータル

キャビネット
マネージャ
（アプレットツール）

Oracle Database

フロントツール

JDBCファイルシステムAPI

RPC RPC

キャビネットファイルマネージャ

starpc

JDBC:Java Database Connectivity

starpc

データサーバ
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Ｓtarpc：ストリーム通信の例

ポータル

仮想端末
（アプレットツール）

実行計算機ツール

Oracle Data Base

フロントツール

JDBC
端末制御API

ストリーム

フォーラム画面仮想端末

starpc

starpc

vt%> ls
a.out
work

仮想端末

JSP

Apache Struts

電子会議室
(サーブレットツール)

ストリーム

JSP: Java Server Pages
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ＬＡＮ

WAN

クライアント
PC

クライアント証明書

クライアント秘密鍵

Router Firewall

実行計算機
ITBL
中継

サーバ

DMZ

ITBL
フロント
サーバ

ITBL
データ
サーバ

ITBL基盤ソフトの通信：サイト内

http over SSL +
クライアント認証

http over SSL +
クライアント認証

ＴＣＰ/ＩＰ接続ＴＣＰ/ＩＰ接続

グローバルＩＤ
有効性確認

グローバルＩＤ： ＩＴＢＬ基盤ソフトがユーザを識別するＩＤ

サーバ証明書

サーバ秘密鍵

ＩＴＢＬＣＡ証明書

実行計算機

：ＴＣＰ/IP

：ＳＳＬ

(C) All Rights Reserved, JAERI, 2004

WAN

サイト証明書

サイト秘密鍵

Router

DMZ

Router

フロント
サーバー

データ
サーバー

Firewall LAN

実行計算機

LAN

実行計算機

Firewall

ITBL
中継

サーバ

ITBL
中継

サーバ

DMZ

ITBL
フロント
サーバ

ITBL
データ
サーバ

ITBL基盤ソフトの通信：サイト間

http over SSL +
クライアント認証

http over SSL +
クライアント認証

サーバ証明書

サーバ秘密鍵

ＩＴＢＬＣＡ証明書

：ＴＣＰ/IP

：ＳＳＬ
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ま と め

（1） ITBL計画についての簡単なご紹介

（2） ITBL基盤ソフトウェアの目的と機能についてのご紹介

（3） ITBL基盤ソフトウェアの通信基盤Starpcについて

・ ITBL基盤ソフトウェアを支えるインフラ

・ アプレット、サーブレット、フロント、実行計算機ツール間の通信路を確保する

・ RPC及びストリーム通信が可能

・ ファイアーウォールを意識しない

ＩＴＢＬ全体についてもっと知りたい方は→ http://www.itbl.jp
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